
明
治
の
日
本
医
学
は
徹
底
し
た
ド
イ
ツ
一
辺
倒
の
時
代
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
留
学
生
が
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
。
と
く
に
明
治
三
二
年

前
後
に
は
京
都
大
学
の
新
設
と
、
数
少
な
い
医
育
機
関
で
あ
っ
た
五

つ
の
国
立
の
高
等
学
校
医
学
部
が
専
門
学
校
に
昇
格
す
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
例
年
よ
り
も
多
く
の
留
学
生
が
派
遣
さ
れ
た
。
文
部
省

留
学
生
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
公
費
に
よ
っ
て
派
遣
さ

れ
た
者
も
あ
り
、
そ
の
他
の
自
費
留
学
生
や
ド
ク
ト
ル
の
学
位
を
目

的
と
し
た
留
学
生
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

岡
山
の
第
三
高
等
学
校
医
学
部
外
科
教
授
・
坂
田
快
太
郎
（
嘉
永

元
年
岡
山
県
小
田
郡
美
星
町
に
生
ま
れ
、
明
治
二
○
年
東
大
卒
）
は
、
附
属

病
院
で
あ
っ
た
岡
山
県
病
院
の
外
科
医
長
を
兼
任
し
て
い
た
た
め

に
、
初
め
て
岡
山
県
か
ら
二
年
間
の
予
定
で
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
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第
三
高
等
学
校
医
学
部
教
授

坂
田
快
太
郎
の
留
学
通
信

小

田
晧
二

た
。
二
年
二
カ
月
の
間
に
坂
田
が
家
族
に
書
き
送
っ
た
手
紙
は
七
○

通
前
後
と
推
定
さ
れ
、
三
二
通
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
三

通
が
ひ
ら
か
な
文
、
九
通
が
カ
タ
カ
ナ
文
で
、
読
み
や
す
い
長
文
の

便
り
で
、
候
文
が
多
い
。

坂
田
は
明
治
三
三
年
（
一
九
○
○
）
八
月
一
日
神
戸
港
を
出
航
、
マ

ル
セ
ー
ユ
を
経
由
し
九
月
一
九
日
に
ス
イ
ス
の
首
都
ゞ
ヘ
ル
ン
着
、
帰

国
し
た
の
は
三
五
年
一
二
月
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
は
ベ
ル
ン
大
学
の

コ
ッ
ヘ
ル
教
授
に
師
事
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
教
授
が
長
期
不
在

で
あ
り
、
｜
ヘ
ル
ン
の
ド
イ
ツ
語
が
よ
く
通
じ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

九
月
三
○
日
に
。
ヘ
ル
リ
ン
に
移
っ
た
。

坂
田
は
ド
ッ
イ
の
気
候
風
土
や
ド
イ
ツ
人
気
質
な
ど
を
細
か
く
書

い
て
い
る
が
、
始
終
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
思
郷
病
（
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
）
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
夢
に
ま
で
見
て
い
た
洋
行

も
、
実
際
に
来
て
み
る
と
遠
島
流
刑
の
よ
う
に
つ
ら
い
と
訴
え
て
い

る
。
岡
山
県
よ
り
支
給
さ
れ
た
留
学
費
用
は
月
百
五
○
円
で
、
ま
た

物
価
が
高
く
予
想
以
上
に
出
費
が
か
さ
み
、
生
活
が
困
難
で
あ
る
こ

と
等
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

当
時
の
医
学
留
学
生
の
中
で
は
、
東
大
出
身
者
が
最
も
多
く
、
次

に
岡
山
出
身
者
が
多
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
留
学
生
は
妻
帯
者
で
あ
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り
ゞ
自
戒
の
た
め
に
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
留
学
生
は
、
筒
井
八
百
珠
を
会

長
と
す
る
「
か
か
あ
大
切
会
」
と
い
う
会
を
つ
く
っ
て
お
り
、
坂
田

は
そ
の
会
の
名
誉
幹
事
に
推
薦
さ
れ
た
。

二
月
中
旬
に
。
ヘ
ル
リ
ン
か
ら
オ
ー
デ
ル
川
に
沿
う
ブ
レ
ス
ラ
ウ

（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
）
の
大
学
に
移
り
、
世
界
的
に
有
名
で
あ
っ
た
外

科
教
授
、
、
、
ク
リ
ッ
ッ
に
師
事
し
た
。
教
授
の
自
宅
を
訪
問
し
た
こ

と
、
大
学
の
回
診
風
景
、
夜
会
や
舞
踏
会
の
様
子
な
ど
、
さ
ら
に
ミ

ク
リ
ッ
ッ
の
指
導
に
よ
っ
て
動
物
実
験
に
よ
る
研
究
を
始
め
た
こ
と

を
報
告
し
て
い
る
。

ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
移
っ
て
か
ら
も
医
学
講
習
会
や
そ
の
他
の
用
件
の

た
め
、
汽
車
で
五
時
間
か
か
る
ベ
ル
リ
ン
ま
で
再
三
往
復
し
て
い

る
。
、
ヘ
ル
リ
ン
で
は
日
曜
日
に
日
本
か
ら
の
留
学
生
と
と
も
に
郊
外

の
リ
ゾ
ー
ト
地
を
訪
れ
た
り
、
天
長
節
に
日
本
公
使
館
よ
り
晩
餐
会

に
招
待
さ
れ
日
本
食
の
御
馳
走
に
な
っ
た
り
、
時
に
は
、
日
本
語
の

教
師
と
し
て
滞
独
中
の
巌
谷
小
波
を
指
導
者
と
し
て
開
か
れ
た
「
白

人
会
」
と
い
う
句
会
に
も
出
席
し
た
。
ま
た
、
乏
し
い
金
の
中
か
ら

留
学
生
仲
間
と
と
も
に
東
欧
諸
国
や
、
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
に
も
旅
行

し
て
い
る
Ｃ

当
時
は
、

ド
イ
ツ
で
も
ま
だ
電
話
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
留
学
生
同
士
は
主
と
し
て
絵
葉
書
に
よ
っ
て
、
到
着
、
入
学
、

転
学
、
転
居
、
帰
朝
の
挨
拶
や
、
寄
せ
書
き
、
俳
句
や
歌
な
ど
、
ひ

ん
ぱ
ん
に
気
軽
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
た
。
絵
葉
書
は
異
国
で
生

活
す
る
留
学
生
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
通
信
手

段
で
あ
っ
た
し
、
坂
田
は
美
し
い
絵
葉
書
そ
の
も
の
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
。
、
ヘ
ル
リ
ン
で
の
留
学
生
の
世
話
役
的
存
在
で
あ
り
、
東
大

内
科
助
教
授
で
後
に
駒
込
病
院
長
を
つ
と
め
た
宮
本
叔
は
、
当
時
の

絵
葉
耆
を
約
六
百
枚
持
ち
帰
っ
て
お
り
、
女
婿
の
遠
山
嘉
雄
氏
に
よ

り
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
坂
田
が
出
し
た
も
の
も
あ
り
、

そ
れ
と
家
族
に
送
っ
た
手
紙
と
を
照
合
す
る
と
、
よ
り
詳
し
く
留
学

生
活
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

岡
山
で
開
か
れ
た
本
会
の
第
九
一
回
総
会
で
田
中
助
一
氏
に
よ
り

山
上
兼
輔
、
長
門
谷
洋
治
氏
に
よ
り
筒
井
八
百
珠
が
発
表
さ
れ
た

が
、
山
上
と
は
ベ
ル
リ
ン
で
同
宿
で
あ
っ
た
し
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
い

た
筒
井
と
は
と
く
に
親
し
く
付
き
あ
っ
て
い
た
。

明
治
の
医
学
留
学
生
が
、
ド
イ
ツ
か
ら
家
族
に
宛
た
哀
歓
に
満
ち

た
手
紙
を
紹
介
す
る
。

（
岡
山
県
井
原
市
）
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